


























飛騨天文台では、データ通信回線を従来の 	  から  に高速化すると共
に、通信時間料金方式から専用回線方式への切り替えを行いました。飛騨天文台に最も近
い ノード校である金沢大学までの専用回線を設置することにより、コスト減を計
り実現したものです。これによって、人工衛星や世界主要天文台との国際協同観測及び花
山・飛騨両天文台の連携による画像データ解析が一段と促進されることになりました。
月にはこの高速専用回線を用いて、花山・飛騨天文台連携同時一般公開を「太陽宇宙
デジタルライブ」と銘打って開催しました。文部科学省の「大学等地域開放特別事業」の
後援も得て行われ、訪れた小学生からお年寄りまで広い年齢層の方々に大変好評でした。
職員の少ない当天文台では、一般公開の準備や当日の案内における主役は、大学院生と学
部学生諸君でした。自分たちの研究を研究者仲間にではなく、一般の人々に判りやすく説
明するという案外難しく大切な課題を実践する場として、学生諸君にとっても、良い体験
になったのではないかと思っております。
平成 年 月には、ゲッチンゲン大学のポスドク研究員であった野上大作君が助手と
して採用され、飛騨天文台に赴任しました。野上君は激変星など恒星活動の研究におい
て、多くの成果を挙げている大変元気な若手であります。彼の加入によって、当天文台が
新しく推進しようとしているテーマの一つである「太陽活動研究を基盤とした恒星銀河活
動の研究」にとって、新しいステップが踏み出されたものと考えております。
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